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授業の種類 演習 講師名

15回 時間数 30時間 （1単位） 配当学年・時期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

言語学および日本語学の基礎的な考え方を学び、分析に役立つ知識を得る。

授業回数 言語聴覚士科4年

2022 授業概要　

科目名 実習ゼミⅣ

講義内容

言語心理学1（言語心理学の基礎）

言語学および日本語学の各領域を概説する。

言語学、日本語学の基礎的概念を学び、基本的考え方、分析法を理解する。

言語心理学6（ノンヴァーバル・コミュニケーション）

社会言語学1（言語と社会）

言語心理学4（読み書き能力と認識、文章の理解）

言語心理学5（音声の知覚と認知）

言語心理学2（認知と言語）

言語心理学3（言語習得の諸問題）

日本語学4（日本語の歴史）

日本語演習1（文法記述練習）

日本語学2（関西方言の特徴）

日本語学3（文字表記の特徴）

社会言語学2（言葉と性差）

日本語学1（日本語の方言、語彙とアクセント）

試験の結果を100点満点として成績を評価する。試験は定期試験のみ実施とし、60点以上の場合に科目を認定する。

言語聴覚士国家試験必修チェック2022-2023 西尾桂子ほか 文光堂

日本語演習2（文法記述練習）

まとめ

言語聴覚士テキスト 第3版 大森孝一ほか 医歯薬出版株式会社

書籍名 著者名 出版社

言語聴覚士国家試験過去問題　3年間の解答と解説　2023年版 言語聴覚士国家試験対策委員会 大揚社


